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平 成 1 5 年 度 中 間 決 算 に つ い て 
 

平成15年11月20日 

電源開発株式会社 

 

Ⅰ．平成 15 年度中間決算の概要 

○中間連結決算 

（１）連結経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 

(当期)純利益 
 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

15年9月中間期 276,908 (△ 3.4) 30,858 (△31.8) 19,328 (△31.2) 273．78 

14年9月中間期 286,604 (△ 2.6) 45,269 (   6.0) 28,092 (  56.8) 397．91 

15年3月期 584,122  35,522  20,725  291．40 

（注）パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

15年9月中間期 2,116,233 186,678 8.8 2,644．18 

14年9月中間期 2,240,585 176,169 7.9 2,495．31 

15年3月期 2,195,897 168,301 7.7 2,381．71 

 

 

○中間決算 

（１）経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 
(当期)純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

15年9月中間期 262,917 (△ 3.8) 27,505 (△37.0) 17,559 (△36.9) 248．72 

14年9月中間期 273,195 (△ 1.7) 43,631 (   5.9) 27,815 (  57.9) 393．99 

15年3月期 546,209  27,275  17,121  241．69 

（注）パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）財政状態 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

15年9月中間期 2,047,073 168,852 8.3 2,391．68 

14年9月中間期 2,185,654 164,610 7.5 2,331．59 

15年3月期 2,137,705 153,603 7.2 2,174．85 
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Ⅱ．当中間期の経営成績及び財政状態 

１．経営成績 

（１）収益 
収入面では、当中間期より新規連結した糸魚川発電㈱の売上の増加や、当社単独での販売電力量の増加

があったものの、販売電力料収入は、水力で平成１５年４月からの料金改定による収入減、火力は定期料金

改定等による基本料金の減及び燃料価格の低下などによる収入減があったこと等から、連結の売上高（営業

収益）は前年同期に対し 3.4%減の２，７６９億円、中間経常収益は同 3.4%減の２，７９０億円となりまし

た。当社単独の売上高（営業収益）は２,６２９億円、中間経常収益は２,６４８億円となりました。 

 

 

（２）費用 

支出面では、減価償却費の定率進行減及び修繕費等が減少したことにより、連結の営業費用は、前年同

期に対し 5.4%減の２,００５億円となりました。これに営業外費用を加えた連結の中間経常費用は、支払利

息の増加等により同 1.9%増の２，４８１億円となりました。当社単独の営業費用は１,９０４億円、中間経

常費用は、２,３７３億円となりました。 

 

 

（３）利益 

以上の結果、連結の中間経常利益は前年同期に対し 31.8%減の３０９億円、中間純利益については、豊

水による渇水準備金の引当等を行なった結果、同 31.2%減の１９３億円となりました。当社単独の中間経

常利益は２７５億円、中間純利益は１７６億円となりました。 

 

 
 

２．財政状態 

（１）資産の部 
資産については、固定資産は減価償却の進行による減少があり、連結では前期末から３４７億円減少し

て １兆９,７９２億円となりました。これに流動資産を加えた総資産は前期末から ７９７億円減少して 

２兆１，１６２億円となりました。当社単独の当中間期末の固定資産は１兆９,５３３億円、総資産は ２兆

４７１億円となりました。 

 
 
（２）負債の部 

負債については、借入金の返済等により、連結では前期末に比べ９７１億円減少し、連結の当中間期末

の負債総額は、１兆９,２９１億円となり、有利子負債残高についても前期末から８４６億円減少して１兆

８,０９３億円となりました。当社単独の当中間期末の負債総額は１兆８,７８２億円となりました。 

 
 
（３）資本の部 

当中間期末の資本合計は、連結では前期末に比べ１８４億円増の１，８６７億円となりました。当社単

独の当中間期末の資本合計は１,６８９億円となりました。 
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収 支 比 較 表（当 社 単 独） 

                                                  （単位：百万円） 

対 前 年 同 期 比 構成比（％） 
項    目 

 
当中間期 

(Ａ) 

 
前中間期 

(Ｂ) 増減（A-B） (A/B)% 15年度 14年度 

営 業 収 益 262,917 273,195 

 
△ 10,277  96.2 99.3 99.3 

 
他 社 販 売 電 力 料 229,698 238,023 

 

△ 8,324  96.5 86.7 86.5 

 水         力 72,073 72,438 △ 364  99.5 27.2 26.3  

 火         力 157,625 165,585 △ 7,960  95.2 59.5 60.2 

 託   送   収   益 31,697 33,227 △ 1,529  95.4 12.0 12.1 

 電 気 事 業 雑 収 益 1,521 1,944 △ 423  78.2 0.6 0.7 

営 業 外 収 益 1,936 1,896  39  102.1 0.7 0.7 

 
 

中 

 
間 

 
経 

 
常 

 
収 

 

益 
  計 264,854 275,092 

 

△ 10,238  96.3 100.0 100.0 

営 業 費 用 190,441 199,865 

 

△ 9,423  95.3 80.2 86.3 

 人      件      費 22,043 22,714 △ 670  97.0 9.3 9.8 

 燃      料      費 41,297 42,875 △ 1,577  96.3 17.4 18.5 

 修      繕      費 14,338 17,843 △ 3,505  80.4 6.0 7.7 

 水  利  使  用  料 2,533 2,533  0  100.0 1.1 1.1 

 固 定 資 産 税 8,327 7,791  536  106.9 3.5 3.4 

 減 価 償 却 費 64,645 68,733 △ 4,088  94.1 27.2 29.7 

 そ の 他 経 費 33,823 33,813  9  100.0 14.3 14.6 

 事   業   税 3,432 3,560 △ 128  96.4 1.4 1.5 

営 業 外 費 用 46,907 31,595  15,311  148.5 19.8 13.7 

 財 務 費 用 46,168 30,234  15,934  152.7 19.5 13.1 

  そ の 他 費 用 738 1,361 △ 622  54.3 0.3 0.6 

 

 
 

 

中 
 

間 
 

経 
 

常 
 

費 
 

用 

 

 計 237,348 231,460 
 

 5,887  102.5 100.0 100.0 

中 間 経 常 利 益 27,505 43,631 △ 16,126  63.0 

  渇水準備金引当又は取崩し  517  －  517  － 

税 引 前 中 間 純 利 益  26,987  43,631 △ 16,644  61.9 

  法 人 税 及 び 住 民 税  9,449  15,700 △ 6,251  60.2 

  法 人 税 等 調 整 額 △ 20  114 △ 135 △ 18.2 

中 間 純 利 益  17,559  27,815 △ 10,256  63.1  

 (注)金額は全て百万円未満切捨てて表示している。 
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Ⅲ．平成 15 年度業績予想  

 

販売電力量は、水力については中間期の豊水の影響を受け、通期では１０６億kWh(対14年度比19.1%増)

になるものと見込んでおります。火力については、中間期に引き続き今後も計画以上の利用率増加が見込ま

れること等により、通期では４２９億kWh（対14年度比  5.7%減）になるものと見込んでおります。 

売上高については、水力の料金改定による収入減、火力の定期料金改定及び燃料価格の低下等により、連

結で５,６００億円程度（対14年度比4.1%減）、当社単独で５,１３０億円程度（対14年度比6.1%減）になる

ものと見込んでおります。 

経常利益については、上記料金改定の影響があるものの、償却進行に伴う減価償却費並びに金利負担等の

費用減が見込まれており、連結で約４１０億円程度（対14年度比15.5%増）、当社単独で３３０億円程度(対

14年度比 20.9%増)となる見通しです。 

 
 
 

＜連  結＞                                     ＜単 独＞ 
売 上 高      ５，６００ 億円              売 上 高      ５，１３０ 億円 
経 常 利 益          ４１０ 億円              経 常 利 益          ３３０ 億円 
当期純利益          ２５０ 億円              当期純利益          ２１０ 億円 


